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目盛日ヽタリー第2750地区多摩東グルーブ

東京多摩ブリーンロータIJ―・クラブ

Weekly Report
― 手を賞そう! そして強く握ろう1

特別事業B勿 レープ

『自楽荘防問』

日時 i2∞3年 11月 19日 (力 10時～13時半

場所 i社会福祉法人 集 友会

特別養護老人ホーム 『自剰

◎段迎辞 拶 中村施設長

◎勲 会長 大松 観ニ

東京多摩グリーンロータリークラブ並びに多摩みゆき幼

稚聞の告様、本国は甲朝より、ど来訪頂きまして 誠に有

難う御=い まi入 所されておりますお年キリの皆さん、

施設の従業員もこの日を楽しみに、お待ち致しておりま

した 当施設はUま の皆様に安される、市民に開カオ■た施

設として 安心と安全など利用を提lLfべ く鋭意努力致

しておりまi ロ ータツークラブの皆樹 こは、施設を見

て頂き 改良すべき点等ご意見を頂ければ幸いに存じま

'■ 今後共 ご支援をiし くお願い中し_Lげま,1

おキのおしようさん、幸せなら手をたたこう

ブレゼント渡し!お年需リヘ国児から

同児あいさつ

挨拶 lr楽柱J主 任 栗 津氏

ロータリークラブより因児ヘプレゼント

[例銅 京=フラザホテル多摩 たまつ1まき4指

[例会日]●傷週水曜日1230 o月 の最終例会1330

[会 劇 大粘蔑二 [幹  事 ]藤 本吉文

【クラブ会憲委員長]赤 尾林旗 [劇 室長田 正房正孝

[毒 貝 ]重麗二er平 野行便 佐伯和膜 澄〕昇 高木蒼光 白井貝司 J 自ヽ萩校

当クラブは常に、地域に対する本イJ舌動を模索し役立て

る活動があれば実施していきたいと考えておりまi

本日の貴的 問の主日向うは、」般 ク,コ勢,と、誌編戦こ

あります■兄学させて頂きまして、今後の活動の参考とさ

せて頂きたいと思います 本日訪問の話含として、クラブ

より車綺子 1台を割 常いたしま1孔

◎お年寄りと幼稚園児の交流

訪問の挨拶   多 摩みゆき幼柿園同長 関 岡俊 l

お年帯りと幼稚国児の交流   進 行 村 同理早子

礼拝と同児挨拶

歌 iどんぐりころころ、カレングーマーチ

踊り,人間ていいな

手遊び i大きなくりの本の下で
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◎施股兄学とビ抑

◎卓艦

自雑 の脚   鞭

在宅サービスセンター

白紺帥 品日録欝呈

柴日氏

中川氏

(単怖子 1台 )

44名

43名 倣席免除幸4名)

28名

15名 (事前MUO名 )

12%

4葛玉 t鉢垣   昭、 平尊子

萄シ、小林  丁 、小泉

正孝、根本 泰 守、小日

和風 菅井 信 夫、潮

淳光、高野 範城、由井

中1'右設長i期夢

吉沢実行委員長挨拶

◎困鮨 抑 惚M毅」 13:30解 散

特】唱撃摯布委員会 Bグ ループ

実行委員長  吉 沢 洋 景

菊予副1委員長 関 岡 俊 二

実行委員   高 野 篭成 田中  貫 杉野志保子

HPR広 報  田 島真由美、刀ヽ林 和六 積倉 舜二

会訓孫   溺 1 昇

玄関案内係  赤 尾 恭私 足立潤摯 R伊 藤 英 也

萩生回茂夫

入所者介添係 刀坂  一 郎、加藤喜■郎、」Ltl も シ

平野 行嵐 有井 信 六 正房 正 孝

所内案内係  杉 日  誠 宮本  誠 隅卓 正範

刀ヽ日 泰 機、内日  を

ほ 員軸

◎出―
4会員総数
・出席義務者数

出'杵者数

匁常者教

脚常率  65

欠 席 者 :藤原

イヒ本|

砺

侶封白

高木

納 卦イUモなし

◎点館

出席委員会

会長 大松

(例会担当 :遠藤

ル・ハr/Xを妻々 のはた′ 乃 ル ″

冬が深まると、悪竜連中の透び方も変わった 年が改

まると寒さも増した 大雪が降ると、木こりが長さ4フ

ィー ト (12m)の 薪を届けに来るので、木こりに頼ん

で山に帰るときの空糧に乗せて貰つ亀 最近のしッチハ

イカーの先駆のようなものだっr_足 の丈夫な農耕馬は

ポーッ,部 が数人乗っても平気で、その上、長V速 結

板のついた継ぎ臨をfRんでも大して堪えなかった。この

招培き陰は山を下りるときに使う物で、コ共達の日当ては、
11に行つてからこの権で補り降りることだっr_

雪が固まって凍り付いている山から滑り降りてくるの

は、まるでパラシュートC・■tび降りるような気持ちだっ

た。たまには、種がひっくり返ることもあった また、
「サンキュー マ マJの Lを飛び越えた寵がカープを出

がりきれずに飛び出してしまい、子供達全員が道路の脇

に折り重なって放り出され、席を潰すこともあつた
|サンキュー・ママJと 言うのは、道路の途中にある

大きく隆起した部分で、T度 スキーのジャンブ台のよう

なものでした ボールの子1柴の頃には、どこの|に 行っ

てモ,「サンキュー マ マ」があり、重し荒車を引きなが

ら高い出に乗り上げて疲れた馬は、 寸 休感したくなる

と上り坂の 「サンキュー・ママJを 過ぎて道が平らにな

つたところで一月Rした 坂の途中の 「サンキュー ママ」
の側には必ず水飲み場があるので、馬はゆつくりと体を

休めたり、丸太をくり抜いた木槽に吹き出している冷た

い水を腹一材歌んだりすることができた 夏の暑い盛り

には、水槽と 「サンキュー マ マJは 馬にとってはまさ

に大国だつた

け ンキュー・ママ」は、また子供達には別な意味が

あつて、冬にはなくてはならないものだったc水 に覆わ

れた |セービンの丘」は、下り坂が長い上に 「サンキュ
ー・ママJが いくつもあり、ウォリングフォードの谷問

では最高の逆的切 だった 勇敢で練達したおり手が、

団↓颯の木で出来た職艦のような援で滑り降りる姿は党 ―

ものだっ亀

(コーナー担当 i赤尾 恭 雄)

提唱 :アーサー・フレデツック シ ェル ドン

第6回国際ロータリークラブ連合会年次大会

於 サンフランシスヨ  1915年 採択

(第2680地区Aストカボ十日中 毅訳)

この職業倫理基準は、我々の共通な人間性に基づく思い

やりを心に留めるものである。願業上の取引や野望や話

関係は、常に神会の一員とじて自分が果たす最高の義務

徳
博、歌
昇、動

雄
珊

【ロータリー知識】 入 門編

的 駒
全分野の職業人のためのロータリー倫理訓 帥



を考慮 r き でぁる.職業生活のあらゆる場面において、

また、自分が直面するすべての責任において 先 →現 初

に考えなくてはならないことは、その双方を終えたとき

に始めて某たされる割こと義務を満たすことである。人

間の電念と業債の水準を、当初よりも少しでも高めなけ

ればならないし、このことを考えることこそ、ロータリ

アンとしての私の義務であるとこの見地から、本委員会

ti、国際ロータリーの職業倫理司1の基本は、次の原民収こ

従うことに同古する.

第1条 自分の殿業は価値あるものであり、社会に奉化す

る絶好の機会を与えられたt)のと考えること〔

悔2条 自己改善を図り、実力を培い、村上を広げることて

そ才Hこよつて  最 もよく奉付する者、最も多く

印いられるJと いうロータリーの基本原則を実nIL

十ることc

第3条 白ち】=企業経常音であるが散、成功したいという

んどを抱いていることを自党することcし かし、

自分は道徳を重んじる人間であり 最 高の正義と

道徳に基づかない成功は、まったく望まないこと

を自党すること。

第4条 自分の商1『1、自分のサービス、自分のアイディア

を全銭と交換することは す べての関係者がその

交換によって利益を受ける場合に限つて、令法的

力つ道徳的であると考えることc

第5条 自分が従事している職業の倫理基準を高めるた

めに最善を尽くすことをそして 自 分の仕事のや

り方が、策明であり、利益をもたらすものであり、

自分の実例に倣うことが手福をt)たらすことを、

他の同業者に悟らせること。

第6条 自分の同業帝よりも同等またはそれに優る完全

なサービスをすることを心がすて、事業を行うこ

とてやり方に疑いがある場合は、負担や義務の断

名な範囲を越えて、サービスを付!す加えること.

第 7粂 専門機種または./L業懲言者の最も大きい財産の
一つこそ、え人であり、劇 青を通じて得られたも

のこそ、卓越したlmmに かなつた正当なものであ

ることを弾解すること.

第s条 真の友人はお工↓Hヨ可tぅ要求するt)のではない。

利益のために友人Pl■″】諏 を構用することは、

ロータリーの1部中に相容″lず 道 徳rlを宮i売する

ものであると考えることf

第9条 社会杓手の上で 他 の人たちが絶対に合Ijる よ

うな機会を不正に利用十ることによって、非合法

的また津 枝勤部勺な個人的成功を確保すること考

えてはならない。物質的成功を達成するため

に、他の人たちが道徳的に疑わしいという理由か

ら採らないような、有利な機会を利用しないこと!

第 10条 私は人間社会の他のf‐ ての人以 Lに、Hl僚で

あるロータリアンに義務を負うべきではないcロ
ータツーの神髄|ま競争ではなくて協力にあるか

らである。ロータリーのよう1品 関は、決してl■

い純野を持つてはならず、人権はロータリークラ

ブのみに限定されるものではなく、人類その1)の

として深く広く存在するt)のであることを ロ ー

タリアンは断言する: さらに ロ ータツーは、こ

れらの高い日標に向かつて、すべての人くすべて

の紳織を教育するために、存れするのである.

第 11条 最後に、「Ⅲべて人にせられんと思うことは、

他人にt)その通りにせよJと いう黄全律の師 ■

を信じ 我 々力ヽ fく ての人にこの地球上の天然

資源を機会均等に分け与えられた時に 社 会が最

tJよく保たれることを主張するせ)のであるt

(コー十一担当 !遠藤 二郎)

★ 「ロータリーの友」拾い読みコーナー☆

11月 号 脩 討 たヽい聞きたい)よ り

回―タリーの奉仕督学

越谷東RC 青 木 伸 翁 氏

国際ロータリーの社会奉仕活動に対する方'|「ヽ犠 23
-34Jの 第二項に、ロータリーの目的が言いてあります

a、 b、 c、 1つ ある日的のaには、「ロータリーの奉仕

の理想の榛護 罰土および全世界への普及Jとあります=

この奉仕?)理想とti何てしょうかを私は 本 仕をする

上でのィ亡構え も しくは、考え方を言つているものと思

いまiさ らに考えると、ロータリーの倉」立問もないこ

ろ交わされた大激論の結果導き出された、ロータリーの

本仕屯含 奉仕哲学のことを言つているのだと思いまi

最近のRIよ 、「ロータリーの本仕の理想の擁護、育成

および全世界への普及Jという1国際ロータリーの目的J

を果たしているのでしようわ、例えば、2002～03申 者の

ラタクル前RI会 長は 撮 業本仕の原点を見直そう、基

本に立ち返ろうという方針を出し、この目的を目文する

ためのう】力がうかがえました.

しかし そ れを受 すた」内の各地区の対応|ま、一部の

地区をllき、ほとんどの地区は、それを真合いことらえ実

行に移しているとは私には8え ませ/レt

その証拠としては、ロータリーの本仕哲■F)lF点であ

る腺業本仕を、多くのロータリアンが出:しく理解してい

ないとみられることからも朗らかでi職 業本イ:の考え

方は難しいとか、自分の持っている技能や製品を無慣で

提供すること力艦 奉仕である と 言軸「している人も教

多くいま,、

最近のRIや 地区は ロータリーの莉 tの理想を守り

広いていくことを忘れ、本仕の実践 ボ ランティア活動

だけに心を行われいいるとし力増えません。 ク ラブにお

いてtD同じようなことが言えると思いまi

ロータリーの宗晴らしきは、その君地 学の索晴らし

さにsttりまえ それを知らずしてロータリーは話れない

し、ロータツーの本当の宗晴らしさは味わえないと思い

まi

(コーナー担当:高木 淳 光、‖モ房 Fそ )



殖弱移し争 た録力しよう ′′

26年 振りに日本で開催される2004年 大阪 (関ロ

国際大会には是井とも参加しましょう。世界166ヶ 国

から約30,000人 のロータリアンが集うであろう、
ロータリーの世界的組織の偉大さを体感し、ロータリー

ヘの思いを新たにし、ロータリアンとしての資質の向上

を図りましょう。次回、日本で開催される国際大会は恐

らく15～ 20鞄 日本のロータリアンにとつて、全

回は身近で国際大会を体験できる千載一通のチャンス。

奮って参加しましょう11

《これまでに当クラブ会員おじ加した国際大会)

●1994年 台 北 (台抑

当クラブにて独自にツアー編成 (京工観光剰 Dコ

当クラブ関係参加 ,赤に恭雄 (ヨン拘 遠 藤 P(秀

子)、萩■田茂夫 11野行度 (ご令嬢2人)北 村幸彦

(操)、小林和夫(ミツ子)宮 本 誠 (朱美)、村上 欠 、

根木末守 日 白和庫 (良十)勾 韓U笹  出  資 (タ

ツ)、海野栄 、 横合舜=(キ ヨ子)、吉Ft蔓太郎、事

務局口 幅日lT

●1996年 カ ルガリー (カナカ

当クラブにて独自にツアー編成 (H I S 手 西Ll、周

辺他クラブ協調参加.

当クラブ関係参加 特別代表由井重tft(照子様)、足

立潤二郎、赤に木雄 (ヨシ Fう、遠藤 P卜 (秀T,、萩

生回茂夫、橋口洋二、|チ眼 也、Jヒ十J操とその友人、

城合正ヤ 古沢洋景 (都貴子 )事務局ど)1肝日'工

◆1997年 グ ラスゴー (スコントランド)

当クラブにて独自にツアー欄式 (HI S 手 西D、周

辺他クラブ協調参力Π=

当クラブ関係参加 ,特別代表由井豆光様 OF子様)、赤

尾恭雄 (ヨン子)、遠藤■郎 (秀子う、伊藤英也 円 中

雷 (タツ)、 ギ務局劇 1肝日江

◆1999年 シ ンガポール (シンガポーカ

ジャバン ア メニティ ト ラベラーズ (JAM)企 向

ツアーに参力L

当クラブ関係参加 !特〕j代表由井重北様 (照十様)亦

尾水雅 (ヨシ子)

7j/ヽ スカ水河にて


